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 (百万円未満切捨て) 
１．2023年3月期の連結業績（2022年4月1日～2023年3月31日） 

（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率) 
 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

当期純利益 
 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2023年3月期 25,253 0.5 450 ― 472 ― 473 ― 

2022年3月期 25,134 △4.3 △496 ― △503 ― △642 ― 
 

(注) 包括利益 2023年3月期 531 百万円 ( ― ％)  2022年3月期 △495 百万円 ( ― ％) 
 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
当期純利益 

自己資本 
当期純利益率 

総資産 
経常利益率 

売上高 
営業利益率 

 円 銭 円 銭 ％ ％ ％ 

2023年3月期 309.96 ― 17.5 3.4 1.8 

2022年3月期 △420.51 ― △24.0 △3.6 △2.0 
 

(参考) 持分法投資損益 2023年3月期 73 百万円  2022年3月期 41 百万円 
 

（２）連結財政状態  
 

 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 
 百万円 百万円 ％ 円 銭 

2023年3月期 14,125 2,985 21.0 1,944.73 

2022年3月期 13,779 2,453 17.7 1,597.38 
 

(参考) 自己資本 2023年3月期 2,971 百万円  2022年3月期 2,441 百万円 
 

（３）連結キャッシュ・フローの状況  
 

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー 
投資活動による 

キャッシュ・フロー 
財務活動による 

キャッシュ・フロー 
現金及び現金同等物 

期末残高 
 百万円 百万円 百万円 百万円 

2023年3月期 60 30 △255 2,148 

2022年3月期 500 705 △575 2,301 

 
２．配当の状況 

 
年間配当金 配当金総額 

(合計) 
配当性向 
(連結) 

純資産 
配当率 
(連結) 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％ 

2022年3月期 ― ― ― 0.00 0.00 ― ― ― 

2023年3月期 ― ― ― 0.00 0.00 ― ― ― 

2024年3月期(予想) ― ― ― 60.00 60.00  15.5  

 
 
 
３．2024年3月期の連結業績予想（2023年4月1日～2024年3月31日） 

 (％表示は対前期増減率) 
 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通 期 26,700 5.7 600 33.3 610 29.2 590 24.7 386.06 

 
 
 



 

※ 注記事項 

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無 

  新規 ― 社 (社名)          、除外 ― 社 (社名) 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 ① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無 

 ② ①以外の会計方針の変更 ： 無 

 ③ 会計上の見積りの変更 ： 有 

 ④ 修正再表示 ： 無 

 

（３）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年3月期 1,686,154 株 2022年3月期 1,686,154 株 

② 期末自己株式数 2023年3月期 157,953 株 2022年3月期 157,875 株 

③ 期中平均株式数 2023年3月期 1,528,273 株 2022年3月期 1,528,373 株 
 
 
 

(参考) 個別業績の概要 

１．2023年3月期の個別業績（2022年4月1日～2023年3月31日） 

（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率) 
 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2023年3月期 24,584 2.6 442 ― 424 ― 435 ― 

2022年3月期 23,967 △2.9 △196 ― △204 ― △88 ― 
  

 １株当たり当期純利益 
潜在株式調整後 

１株当たり当期純利益 
 円 銭 円 銭 

2023年3月期 285.08 ― 

2022年3月期 △57.72 ― 

 
（２）個別財政状態 

 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 
 百万円 百万円 ％ 円 銭 

2023年3月期 13,838 3,035 21.9 1,986.18 

2022年3月期 13,224 2,498 18.9 1,634.93 
 

(参考) 自己資本  2023年3月期 3,035  百万円 2022年3月期 2,498 百万円 
 
２．2024年3月期の個別業績予想（2023年4月1日～2024年3月31日） 

 (％表示は対前期増減率) 
 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通 期 26,000 5.8 620 40.3 610 43.9 600 37.9 392.60 

 

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です 
 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

(将来に関する記述等についてのご注意) 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判 
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前 
提となる仮定等については、(添付資料)４ページ「１. 経営成績等の概況(4)今後の見通し」をご覧ください。 
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況
　

当連結会計年度におけるわが国経済は、ウィズコロナの下で各種規制の緩和と、それに伴う消費の持ち直しの動き

が見られ、経済社会活動は緩やかな回復基調で推移いたしました。一方で、ロシアによるウクライナ侵攻をめぐる国

際情勢不安の長期化や、原材料価格・エネルギー価格の高騰、各国の金融引き締めによる為替市場の急変動など、依

然として先行き不透明な状況が続いております。

当社グループを取り巻く経営環境につきましては、原材料・物流コストの高騰、急速な円安進行といった外部要因

の厳しさが続くなか、環境意識の高まりから紙製品事業は好調に推移いたしました。特に、紙製宅配資材はコロナ禍

における生活様式の変化によるオンライン消費活動が定着したことを背景に、その市場規模は今後も拡大していくも

のと見込んでおります。また、行動制限や入国制限の緩和、経済活動支援等の影響による人流回復が進むことで、来

店型事業における紙製包装資材需要はさらに増加していくものと期待されます。

このような環境のもと、2021年６月30日に公表した中期経営計画『次世代パッケージ企業への転換』に掲げる『環

境対応と成長基盤確立のための３ヵ年～本気の変革～』を基本方針として、「事業構造の転換」、「新規事業の発

掘」、「コスト削減」、「業務運営の効率化」、「組織・人員の見直し」などに取り組み、引き続き環境戦略の強化、

構造改革の徹底に努めております。当期においては、生産設備・人員配置の見直し等による紙製品事業の生産体制再

構築、事業の見極めと不採算事業の整理を実施したほか、新たな市場も含めた開拓を進めてまいりました。

以上の結果、当連結会計年度の売上高は25,253百万円（前年同期比0.5％増）、営業利益450百万円（前年同期は営

業損失496百万円）、経常利益472百万円（前年同期は経常損失503百万円）、親会社株主に帰属する当期純利益473百

万円（前年同期は親会社株主に帰属する当期純損失642百万円）となりました。

セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

なお、各セグメントのセグメント損益（営業損益）は、「セグメント情報」に記載のとおり、各セグメントに配分

していない全社費用591百万円を配分する前の金額であります。

「紙製品事業」

紙製品事業につきましては、国内における個人消費の回復もあり、主力の角底袋、宅配袋、手提袋の販売数量の増

加により、売上高は前年同期に比べ2,183百万円増加して13,246百万円となりました。セグメント利益（営業利益）は

原材料費が増加したものの、生産体制の効率化に伴う利益率の向上により、前年同期に比べ502百万円増加して895百

万円となりました。

「化成品事業」

化成品事業につきましては、環境意識の高まりから、包装資材の紙化の流れが継続し、ポリ宅配袋の販売数量の減

少などにより、売上高は前年同期に比べ1,778百万円減少して5,682百万円となりました。セグメント損益（営業損

益）は売上高減少に加えて調達コストの上昇や円安の影響があったものの、前期より継続している事業構造改革の成

果により固定費削減が進んだ結果、前年同期に比べ373百万円増加しましたが、21百万円の損失となりました。

「その他事業」

その他事業につきましては、Ｓ・Ｖ・Ｓ（スーパーバッグ・ベンダー・システム）を主たる事業として展開してお

りますが、前期需要が旺盛であった新型コロナウイルス感染拡大を背景とした清掃用品の売上高が減少したことによ

り、売上高は前年同期に比べ285百万円減少して6,324百万円となりました。品目ごとの販売構成では、清掃用品、包

装用品が減少し、事務用品が増加しております。セグメント利益（営業利益）は前年同期に比べ55百万円増加して168

百万円となりました。
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（２）当期の財政状態の概況
　

総資産は、前連結会計年度末に比べ345百万円増加して14,125百万円となりました。流動資産は、現金及び預金が

157百万円減少、受取手形が49百万円減少、電子記録債権が94百万円減少した一方、売掛金が324百万円増加、棚卸資

産が436百万円増加したことなどにより、前連結会計年度末に比べ453百万円増加の9,821百万円となりました。固定資

産は、設備投資等により123百万円増加、投資有価証券の時価評価額が162百万円増加した一方、固定資産の売却及び

除却で36百万円減少、減価償却で245百万円減少、退職給付に係る資産が119百万円減少したことなどにより、前連結

会計年度末に比べ107百万円減少の4,304百万円となりました。

負債合計は、前連結会計年度末に比べ185百万円減少して11,139百万円となりました。これは、電子記録債務及び設

備電子記録債務が192百万円増加、未払法人税等が60百万円増加した一方、支払手形及び買掛金が168百万円減少、短

期借入金及び長期借入金が152百万円減少、リース債務が94百万円減少したことなどによるものであります。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ531百万円増加して2,985百万円となりました。これは、利益剰余金が親会

社株主に帰属する当期純利益計上により473百万円増加、その他有価証券評価差額金が100百万円増加したことなどに

よるものであります。この結果、１株当たり純資産額は、前連結会計年度末に比べ347.35円増加し1,944.73円に、自

己資本比率は、前連結会計年度末の17.7％から21.0％になりました。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況
　

当連結会計年度末における現金及び現金同等物の残高は2,148百万円となり、前連結会計年度末に比べ152百万円減

少しております。その内訳は次のとおりであります。

「営業活動によるキャッシュ・フロー」

当連結会計年度における営業活動による資金の増加は、60百万円（前年同期は500百万円の増加）となりました。

これは、棚卸資産の増加436百万円、売上債権の増加180百万円、利息の支払額89百万円等資金が減少したものの、

税金等調整前当期純利益474百万円、減価償却費245百万円、利息及び配当金の受取額75百万円等資金が増加したこと

などによるものであります。

「投資活動によるキャッシュ・フロー」

当連結会計年度における投資活動による資金の増加は、30百万円（前年同期は705百万円の増加）となりました。

これは、投資有価証券及び固定資産の取得による支出155百万円等資金が減少したものの、保険金積立金の解約によ

る収入80百万円、固定資産の売却による収入68百万円、定期預金の払戻による収入58百万円等資金が増加したことな

どによるものであります。

「財務活動によるキャッシュ・フロー」

当連結会計年度における財務活動による資金の減少は、255百万円（前年同期は575百万円の減少）となりました。

これは、借入金が純額で152百万円減少、リース債務の返済による支出103百万円等資金が減少したことなどによる

ものであります。

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

2019年３月期 2020年３月期 2021年３月期 2022年３月期 2023年３月期

自己資本比率 18.3％ 19.0％ 20.0％ 17.7％ 21.9％

時価ベースの自己資本比率 12.9％ 11.8％ 12.0％ 11.9％ 14.4％

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率

― 2.6年 ― 8.4年 65.0年

インタレスト・カバレッジ・
レシオ

― 17.1倍 ― 5.1倍 0.7倍

(注) 自己資本比率 ：自己資本／総資産
時価ベースの自己資本比率 ：株式時価総額／総資産
キャッシュ・フロー対有利子負債比率 ：有利子負債／キャッシュ・フロー
インタレスト・カバレッジ・レシオ ：キャッシュ・フロー／利払い
①各指標は、いずれも連結ベースの財務数値によって算出しております。
②株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。
③有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち、利子を支払っているすべての負債を対象とし
ております。

④キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書に計上されている「営業活動によるキャッシュ・フ
ロー」を使用しております。

⑤利払いは、連結キャッシュ・フロー計算書に計上されている「利息の支払額」を使用しております。
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（４）今後の見通し
　

今後のわが国経済につきましては、新型コロナウイルスが感染症分類の５類へ移行することにより、国内の消費マ

インドは加速するものと期待される一方で、原材料価格・エネルギー価格の高騰、世界情勢の緊迫化など、引き続き

先行き不透明な状況が続くものと予想されます。

当社グループといたしましては、2021年６月30日に中期経営計画『次世代パッケージ企業への転換』を公表し、

『環境対応と成長基盤確立のための３ヵ年～本気の変革～』を基本方針とした事業構造改革を進めております。2024

年３月期は計画の最終年度にあたり、事業構造改革の完遂と収益構造の安定化を達成すべく、「紙製品事業へのリソ

ース集中」、「生産力／調達力の強化」、「新規事業の創出」、「強固な財務基盤の構築」、「環境配慮型製品の拡

販」などに取り組んでまいります。

また、環境に配慮した素材やプラスチック製包装資材の紙化提案といった販促活動を推進し、ＥＳＧやＳＤＧｓと

いった環境対策に取り組むお客様とともに、循環型経済社会の実現を目指します。

このような経営環境のもと当社グループは、中期経営計画に基づいた抜本的な事業構造改革による成長を目標とし

ております。

そのために、

①事業構造の転換

②ＣＯ ₂削減／脱プラ環境対応

③新規事業の創出

④安定した財務基盤の構築

⑤戦略的な新規投資

⑥魅力的な職場環境の構築

を基本方針として取り組んでまいります。

2024年３月期の連結業績につきましては、紙製品事業の生産体制の強化と不採算事業の整理による収益性改善、新

市場の開拓及び紙器や軟包材を中心とした新規製品の拡充に取り組み、売上高26,700百万円、営業利益600百万円、経

常利益610百万円、親会社に帰属する当期純利益590百万円を予想しております。

当社単体の業績につきましては、売上高26,000百万円、営業利益620百万円、経常利益610百万円、当期純利益600百

万円を予想しております。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、企業間及び期間での比較可能性を確保するため、日本基準に基づき連結財務諸表を作成しており

ます。なお、国際会計基準の適用につきましては、国内他社の採用動向を踏まえつつ、適切に対応していく方針であ

ります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当連結会計年度
(2023年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,351 2,193

受取手形 258 208

売掛金 3,297 3,622

電子記録債権 840 746

商品及び製品 1,770 2,204

仕掛品 281 324

原材料及び貯蔵品 420 380

その他 146 140

流動資産合計 9,367 9,821

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 4,541 4,547

減価償却累計額 △3,830 △3,864

建物及び構築物（純額） 711 682

機械装置及び運搬具 8,249 6,914

減価償却累計額 △7,641 △6,370

機械装置及び運搬具（純額） 607 543

土地 644 644

リース資産 556 543

減価償却累計額 △341 △370

リース資産（純額） 215 172

建設仮勘定 11 8

その他 673 433

減価償却累計額 △651 △415

その他（純額） 22 17

有形固定資産合計 2,212 2,068

無形固定資産

電話加入権 15 15

リース資産 3 0

その他 28 16

無形固定資産合計 47 31

投資その他の資産

投資有価証券 1,349 1,548

事業保険金 84 －

差入保証金 125 108

退職給付に係る資産 487 368

繰延税金資産 56 132

その他 48 51

貸倒引当金 △0 △6

投資その他の資産合計 2,151 2,203

固定資産合計 4,411 4,304

資産合計 13,779 14,125
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当連結会計年度
(2023年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,934 2,766

電子記録債務 2,624 2,821

短期借入金 1,260 1,321

リース債務 99 143

未払金 433 395

未払法人税等 41 102

未払消費税等 28 39

契約負債 24 30

賞与引当金 171 198

設備関係電子記録債務 17 13

設備関係未払金 23 6

その他 117 123

流動負債合計 7,777 7,962

固定負債

長期借入金 2,480 2,267

リース債務 365 227

役員退職慰労引当金 51 34

退職給付に係る負債 649 647

固定負債合計 3,547 3,177

負債合計 11,325 11,139

純資産の部

株主資本

資本金 1,374 1,374

資本剰余金 1,409 1,241

利益剰余金 △367 275

自己株式 △263 △263

株主資本合計 2,153 2,627

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 105 206

繰延ヘッジ損益 － 0

為替換算調整勘定 123 148

退職給付に係る調整累計額 58 △10

その他の包括利益累計額合計 287 344

非支配株主持分 12 13

純資産合計 2,453 2,985

負債純資産合計 13,779 14,125
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
　至 2023年３月31日)

売上高 25,134 25,253

売上原価 20,869 20,456

売上総利益 4,264 4,796

販売費及び一般管理費

運搬費 1,450 1,405

保管費 898 833

給料及び手当 1,521 1,237

賞与引当金繰入額 81 100

退職給付費用 72 56

賃借料 174 150

旅費及び交通費 58 54

その他の経費 504 507

販売費及び一般管理費合計 4,761 4,345

営業利益又は営業損失（△） △496 450

営業外収益

受取配当金 35 32

貸倒引当金戻入額 3 0

持分法による投資利益 41 73

受取賃貸料 9 7

その他 46 13

営業外収益合計 135 127

営業外費用

支払利息 100 88

為替差損 24 7

賃貸費用 5 3

その他 11 6

営業外費用合計 142 105

経常利益又は経常損失（△） △503 472

特別利益

固定資産売却益 422 13

リース債務解約益 － 0

役員退職慰労引当金戻入額 10 －

助成金収入 51 2

特別利益合計 484 16

特別損失

固定資産除却損 5 8

固定資産売却損 11 5

リース資産除却損 1 －

投資有価証券評価損 22 －

ゴルフ会員権売却損 － 0

事業構造改革費用 459 －

減損損失 159 －

特別損失合計 660 14
税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損
失（△）

△678 474

法人税、住民税及び事業税 24 87

法人税等調整額 11 △86

法人税等合計 35 0

当期純利益又は当期純損失（△） △714 474
非支配株主に帰属する当期純利益又は非支配株主に
帰属する当期純損失（△）

△71 0

親会社株主に帰属する当期純利益又は親会社株主に
帰属する当期純損失（△）

△642 473
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
　至 2023年３月31日)

当期純利益又は当期純損失（△） △714 474

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 37 100

繰延ヘッジ損益 － 0

為替換算調整勘定 125 12

退職給付に係る調整額 56 △68

持分法適用会社に対する持分相当額 △0 13

その他の包括利益合計 218 57

包括利益 △495 531

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 △424 530

非支配株主に係る包括利益 △71 0
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（３）連結株主資本等変動計算書

　前連結会計年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,374 1,457 268 △263 2,837

当期変動額

剰余金の配当 ―

資本剰余金から利益剰余

金への振替
―

親会社株主に帰属する

当期純損失（△）
△642 △642

自己株式の取得 △0 △0

連結子会社株式の取得

による持分の増減
△40 △40

連結子会社の清算による

増減
△6 6 0

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 ― △47 △635 △0 △683

当期末残高 1,374 1,409 △367 △263 2,153

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

為替換算

調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 68 ― △1 2 69 147 3,053

当期変動額

剰余金の配当 ―

資本剰余金から利益剰余

金への振替
―

親会社株主に帰属する

当期純損失（△）
△642

自己株式の取得 △0

連結子会社株式の取得

による持分の増減
△40

連結子会社の清算による

増減
0

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
37 ― 124 56 218 △134 84

当期変動額合計 37 ― 124 56 218 △134 △599

当期末残高 105 ― 123 58 287 12 2,453
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　当連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,374 1,409 △367 △263 2,153

当期変動額

剰余金の配当 ―

資本剰余金から利益剰余

金への振替
△168 168 ―

親会社株主に帰属する

当期純利益
473 473

自己株式の取得 △0 △0

連結子会社株式の取得

による持分の増減
―

連結子会社の清算による

増減
―

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 ― △168 642 △0 473

当期末残高 1,374 1,241 275 △263 2,627

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

為替換算

調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 105 ― 123 58 287 12 2,453

当期変動額

剰余金の配当 ―

資本剰余金から利益剰余

金への振替
―

親会社株主に帰属する

当期純利益
473

自己株式の取得 △0

連結子会社株式の取得

による持分の増減
―

連結子会社の清算による

増減
―

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
100 0 25 △68 57 0 57

当期変動額合計 100 0 25 △68 57 0 531

当期末残高 206 0 148 △10 344 13 2,985
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
　至 2023年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期
純損失（△）

△678 474

減価償却費 327 245

減損損失 159 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3 6

賞与引当金の増減額（△は減少） 5 27

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △124 0

受取利息及び受取配当金 △35 △33

支払利息 100 88

為替差損益（△は益） △3 △0

持分法による投資損益（△は益） △41 △73

投資有価証券評価損益（△は益） 22 －

受取保険金 △16 △4

固定資産売却損益（△は益） △410 △8

固定資産除却損 5 8

リース資産除却損 1 －

助成金収入 △51 △2

事業構造改革費用 459 －

売上債権の増減額（△は増加） 534 △180

棚卸資産の増減額（△は増加） 109 △436

仕入債務の増減額（△は減少） 507 28

未収入金の増減額（△は増加） 1 6

未払債務の増減額（△は減少） △36 △43

未払消費税等の増減額（△は減少） △3 11

差入保証金の増減額（△は増加） 0 △16

その他 4 △26

小計 832 73

利息及び配当金の受取額 69 75

利息の支払額 △97 △89

助成金の受取額 88 2

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 4 △5

保険金の受取額 16 4

事業構造改革による支出 △413 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 500 60

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △15 △14

固定資産の取得による支出 △161 △140

固定資産の売却による収入 887 68

固定資産の除却による支出 △3 △1

貸付金の回収による収入 1 －

差入保証金の回収による収入 0 32

保険積立金の解約による収入 － 80

その他 △4 4

投資活動によるキャッシュ・フロー 705 30
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
　至 2023年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △246 －

長期借入れによる収入 1,250 1,100

長期借入金の返済による支出 △1,382 △1,252

自己株式の取得による支出 △0 △0

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得
による支出

△83 －

リース債務の返済による支出 △96 △103

非支配株主への配当金の支払額 △16 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △575 △255

現金及び現金同等物に係る換算差額 125 11

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 755 △152

現金及び現金同等物の期首残高 1,546 2,301

現金及び現金同等物の期末残高 2,301 2,148
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

　

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記)

当社は、2022年６月29日開催の定時株主総会において、繰越利益剰余金の欠損を填補し早期に財務体質の健全化

を図ることを目的として、利益準備金の額の減少及び剰余金の処分を決議いたしました。2022年８月５日付で効力

が発生し、資本剰余金が168百万円、利益準備金が285百万円、別途積立金が251百万円減少し、繰越利益剰余金が

705百万円増加しております。

なお、株主資本の合計金額への影響はありません。

(会計上の見積りの変更)

（退職給付に係る会計処理の数理計算上の差異の費用処理年数の変更）

退職給付に係る会計処理の数理計算上の差異の費用処理年数について、従来、従業員の平均残存勤務期間以内の

一定の年数として14年で費用処理しておりましたが、平均残存勤務期間がこれを下回ったため、当連結会計年度よ

り費用処理年数を11年に変更しております。なお、この変更による当連結会計年度の損益に与える影響は軽微であ

ります。
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(セグメント情報)

１ 報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。

当社グループは、紙手提袋を主とした紙袋、レジ袋を主としたポリ袋の製造・販売ならびに用度品、消耗資材の

一括受注納品システムＳ・Ｖ・Ｓ（スーパーバッグ・ベンダー・システム）を中心とした事業活動を展開しており

ます。

したがって、当社グループは製品の内容及びサービスの販売方法を基礎としたセグメントから構成されており、

「紙製品事業」「化成品事業」「その他事業」の３つを報告セグメントとしております。

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表作成において採用している会計処理の方法と

同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報及び収益の分解情報

前連結会計年度（自 2021年４月１日 至 2022年３月31日）

（単位：百万円）

報告セグメント 調整額
（注）１

連結財務諸表
計上額
（注）２紙製品事業 化成品事業 その他事業 計

売上高

　紙袋 8,954 ― ― 8,954 ― 8,954

紙器 1,152 ― ― 1,152 ― 1,152

その他紙製品 955 ― ― 955 ― 955

ポリ袋 ― 5,082 ― 5,082 ― 5,082

その他化成品 ― 2,378 ― 2,378 ― 2,378

その他商品 ― ― 6,610 6,610 ― 6,610

顧客との契約から生じる
収益

11,062 7,461 6,610 25,134 ― 25,134

外部顧客への売上高 11,062 7,461 6,610 25,134 ― 25,134

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 11,062 7,461 6,610 25,134 ― 25,134

セグメント利益又は損失(△) 392 △394 112 110 △607 △496

セグメント資産 4,562 2,102 1,526 8,191 5,587 13,779

その他の項目

減価償却費 176 63 0 239 87 327

持分法適用会社への
投資額

121 ― ― 121 ― 121

有形固定資産及び無形固定
資産の増加額

96 32 1 129 3 132

（注）１．調整額は以下のとおりであります。

(1) セグメント利益又は損失(△)の調整額△607百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であ
ります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

(2) セグメント資産の調整額5,587百万円は、各報告セグメントに配分していない全社資産であります。全社
資産は、主に報告セグメントに帰属しない親会社での長期投資資金（投資有価証券）及び管理部門に係る
資産であります。

(3) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額3百万円は、主に親会社の管理部門に係る設備投資額で
あります。

２．セグメント利益又は損失(△)は、連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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当連結会計年度（自 2022年４月１日 至 2023年３月31日）

（単位：百万円）

報告セグメント 調整額
（注）１

連結財務諸表
計上額
（注）２紙製品事業 化成品事業 その他事業 計

売上高

　紙袋 10,992 ― ― 10,992 ― 10,992

　紙器 1,285 ― ― 1,285 ― 1,285

　その他紙製品 968 ― ― 968 ― 968

　ポリ袋 ― 4,591 ― 4,591 ― 4,591

　その他化成品 ― 1,090 ― 1,090 ― 1,090

　その他商品 ― ― 6,324 6,324 ― 6,324

顧客との契約から生じる
収益

13,246 5,682 6,324 25,253 ― 25,253

外部顧客への売上高 13,246 5,682 6,324 25,253 ― 25,253

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 13,246 5,682 6,324 25,253 ― 25,253

セグメント利益又は損失(△) 895 △21 168 1,042 △591 450

セグメント資産 5,503 1,656 1,657 8,817 5,307 14,125

その他の項目

減価償却費 158 1 0 160 84 245

持分法適用会社への
投資額

165 ― ― 165 ― 165

有形固定資産及び無形固定
資産の増加額

109 1 0 110 13 123

（注）１．調整額は以下のとおりであります。

(1) セグメント利益又は損失(△)の調整額△591百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であ
ります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

(2) セグメント資産の調整額5,307百万円は、各報告セグメントに配分していない全社資産であります。全社
資産は、主に報告セグメントに帰属しない親会社での長期投資資金（投資有価証券）及び管理部門に係る
資産であります。

(3) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額13百万円は、主に親会社の管理部門に係る設備投資額
であります。

２．セグメント利益又は損失(△)は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

１株当たり純資産額 1,597.38円 1,944.73円

１株当たり当期純利益又は

１株当たり当期純損失(△)
△420.51円 309.96円

(注) １．当連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載

しておりません。なお、前連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、１株当

たり当期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりであります。
　

前連結会計年度
(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

親会社株主に帰属する当期純利益又は

親会社株主に帰属する当期純損失(△)(百万円)
△642 473

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する

当期純利益又は親会社株主に帰属する

当期純損失(△)(百万円)

△642 473

普通株式の期中平均株式数(株) 1,528,373 1,528,273

　
３．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前連結会計年度末
(2022年３月31日)

当連結会計年度末
(2023年３月31日)

純資産の部の合計額(百万円) 2,453 2,985

純資産の部の合計額から控除する金額(百万円) 12 13

（うち非支配株主持分(百万円)） (12) (13)

普通株式に係る期末の純資産額(百万円) 2,441 2,971

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の
普通株式の数(株)

1,528,279 1,528,201

　


